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　わたしたちはだれもが大小様々な重荷を負ってい
ます。大きすぎる期待や責務、果たすべき仕事や課
題、うまくいかない人間関係や病など、数え上げれ
ば際限がありません。だれもが精神的にも肉体的に
も疲れているのです。もちろんこのことは、聖書に
登場する人たちも同じです。しかし彼らは、その重
さに耐えきれなくなったとき、神に訴えるというこ
とを知っていました。エジプトから民を導き出した
モーセには、約束の地にイスラエルの人々を導き入
れるという大きな使命がありました。ところが人々
はその旅の途上で食料が尽きたとき、泣き言を言い
出したのです。そこでモーセは主に叫びました。「わ
たし一人では、とてもこの民すべてを負うことはで
きません。わたしには重すぎます」（14節）と。
　このとき神が示された解決法は、その重荷を分け
合うということでした。1人で負っていた重荷を、
70人で分け合うようにされたのです。これで確かに
重荷は1／70になります。しかし、それほど簡単な
ことなのでしょうか。わたしたちはここで思うので
す。「分け合える重荷であればよいけれども、分け
合えない重荷もあるのではないだろうか」と。確か
にその通りです。病の苦しみはどうでしょうか。適
切な医療を受けることができ、周囲の人々も病のこ
とを理解してくれたとしても、苦しみそのものを背
負うのは1人なのではないでしょうか。また、事柄
の性質上秘密にしておかなければならない案件を抱

えて、人知れず苦しむこともあるでしょう。日々の
仕事にしても、結局は1人ですることになってしま
うものです。「分け合う」と言えば、言葉は美しい
のですが、それは結局言葉の上だけのことで、本当
にわたしたちが重荷に思っていることは分け合うこ
となどできないのではないでしょうか。
　しかし、そこで神はこうおっしゃっているのです。
「あなたに授けてある霊の一部を取って、彼らに授
ける」（17節）と。長老たちがモーセの重荷を担

にな

う
ためには、モーセの霊が分けられなければなりませ
んでした。ここに、本来分け合えないはずの重荷を
分け合うことができる秘密があるのです。モーセに
留まっていた霊を取って、長老に分けたということ
は、使命を共に担う者になったということです。そ
れは、70人の長老が、霊においてモーセと一つにさ
れたことであるともいえます。別々の人間が霊にお
いて一つにされるとき、分け合えない重荷を分けあ
うことができるようになるのです。主イエスもまた
72人を任命し、「行きなさい。わたしはあなたがた
を遣わす」（ルカ10：3）と命じて使命を担わせられ
ました。その使命とは神の僕

しもべ

として生きることです。
今に生きるわたしたちもその使命を担って生きよう
とするなら、重荷を共に担い合うものとされ、協働
の喜びに与

あずか

り、感謝に満たされて歩むことができる
のです。� （夙

しゅくがわ

川教会牧師）
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重荷を共に
　わたしはそこに降って、あなたと語ろう。そして、あなたに授けてある霊の
一部を取って、彼らに授ける。そうすれば、彼らは民の重荷をあなたと共に負
うことができるようになり、あなたひとりで負うことはなくなる。
� （民数記11章17節）
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